






















るのが目的ですが，様々な単位，すなわち 1 単語，1 文，




















































































































































































































































































した。私の日常は，C 言語や unix の使い方などを教える
傍ら，専攻のサーバーの立ち上げや管理をする日々へと一
変しました。しかし…しかし，です。私は，水を得た魚の
ように，夢中で仕事に打ち込みました。なんだかんだいっ
ても，おもちゃで遊んでいるようなものだからです。
その際，英語を志した漱石が漢籍を売り払った故事に倣
い，嬉々として「文学理論」の本をゴミ箱に捨て，文学の
研究書を押し入れにしまって，コンピュータ言語の本の熟
読とプログラミングに明け暮れました。楽園は 6〜7 年ほ
ど続きました。
翻訳論への道
しかし，そうこうするうちに親切な先輩の先生や，知り
合った出版社の編集者から勧めていただいて，翻訳を次々
と出版させていただくようになりました。また，言語情報
処理の講座には，私のように芸が身を滅ぼして専門家に化
けて出た教師ではなく，本来の言語学やコンピュータ科学
を修めた人に来ていただいたので，安心して椅子を明け渡
しました。そして，世紀が変わったころからは，大学や大
学院の授業で，翻訳の実践や，翻訳論を教えるようになり
ました。
こうして，高校以来の関心がようやく，大学の講壇をえ
ることとなりました。ただし翻訳と言っても，中心は文学
作品です。そして文学作品の翻訳には，「普通の人がどの
ように解釈するか」ということが，大きな要素を占めるは
ずだというのが，私の翻訳論の出発点となりました。
こうして，若い日々に停滞してしまった文学研究でした
が，その一部が，翻訳研究を媒介として実現されました。
その総決算とでもいうべきものが，冒頭にご紹介した『翻
訳の授業』という新書です。東京大学での授業の総決算で
はありますが，これを土台にしてさらに飛躍したいと思っ
ています。
長々と拙い話にお付き合いいただきありがとうございま
した。
 （やまもと　しろう　　英語コミュニケーション学科）
